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on orPresbytis melalophos group in
Sumatera,Indonesia.Primates,33:191-206
(withBakar,A.).

























































































加納隆至 (施設長･雅)･斑 滋 ･汝辺邦夫 ･
足沢貞成l)･山口直肝 )･冠地田士夫Z)
本施設の運営は上記3教官のほか,錦木 晃 ･
山軽索一によって巡められた.平成4年皮の各ス
テーションの状況は次の通りであるo
1.幸見切茶所
車馬の群れは昭和23年以来の苅rlされたYf料を
もとに野外班茶施設の巾では独自の位置を占めて
いる｡今年度早々に,10年余り主群のボスであっ
たゲシが死亡し.マキグルーブのボスであるゲバ
も死亡して,群れの若返りが進んでいるo主群の
ボスになったのはノソ (25才)であり.苅2位の
オスがミミズ (21才)であり.20才以上の個体は
この2頭のみであるo今年も春から夏にかけて,
島が堆積した砂によって地続きになり.サル番を
出す日が多かった｡秋に台風がきてこの状態は解
消されたが,こうした状態はほぼ毎年のことになっ
ている｡一方で対岸に船溜りの整備が遊んでおり,
今後も目が離せない.また観察施設東側の小高い
丘の上に ｢ビジターセンター｣の建設が決まり,
取り付け道路の工率が行なわれた｡リゾート構想
による観光地化力亨進んでおり,今後の対箔が望ま
れている｡平成5年3月の時点での島内の個体数
はマキグループ13頭を含め91頭であり.この20年
近くの間ほとんど変化していない｡今年度の出産
は10頭であり.うち4頭力巧E亡した.本年度2月
末には.和 (日本獣医畜産大)や浜田 (岡山理大)
によって一斉捕狸調盃が行なわれたが,この時点
で7預の妊娠が椛認されている｡
2.下北研究林
平成4年皮は,12月と2月に佐井村地域を中心
に.従来のZ酢由来の群れの数及びそれらの個体
I)教訪補佐員 2)技官
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